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私たちは、これからも「新しい茨城づくり」にチャレンジしていきます。

読
者
と
歩
ん
で
70
年

建
設
業
の
未
来
を
拓
く

日
本
工
業
経
済
新
聞
社
水
戸
支
局
は
本
年
、
１
９
５
４
年
（
昭
和
29
年
）
の
開
設
よ
り
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

創
刊
よ
り
日
本
工
業
経
済
新
聞
（
茨
城
版
）
を
発
行
し
続
け
、
本
年
10
月
29
日
付
で
通
算
１
万
４
４
０
０
号
と
な
り

ま
し
た
。
共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
っ
た
読
者
の
皆
さ
ま
、
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
工
業
経
済
新
聞
社
は
建
設
産
業
界
の
報
道
機
関
と
し
て
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
、
昭
和
の
高
度
成
長
時
代
、

バ
ブ
ル
時
代
を
経
て
、
平
成
、
令
和
の
今
日
ま
で
、
県
内
の
公
共
事
業
の
発
注
情
報
を
中
心
に
、
国
、
県
、
市
町
村

の
動
向
、
建
設
産
業
界
の
動
き
を
報
道
。
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
、
発
注
者
と
受
注
者
を
結
ぶ
「
架
け
橋
」
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
、
そ
し
て
建
設
産
業
界
に
欠
か
せ
な
い
専
門
紙
と
し
て
、「
建
設
業
の
未
来
を
拓
く
」
役
割
を
果

た
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
開
設
１
０
０
周
年
を
目
指
し
、
建
設
産
業
界
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
の

認
識
を
新
た
に
し
て
、
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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私たちは、これからも「災害・危機に強い県土づくり」に貢献していきます。

－

大
井
川
知
事
は
就
任
以
来
、
多
く
の
場
面
で
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
訴
え
、
活
力
あ
る
本
県
づ
く
り
を
リ
ー
ド
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
就
任
か
ら
の
県
政
運
営
の
総
括
と
、
今
後
の
県

政
運
営
へ
の
意
欲
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

大
井
川

私
は
、
知
事
就
任
以
来
、
人
口
減
少
時
代
へ
の

対
応
を
最
も
重
要
な
課
題
と
捉
え
、
本
県
経
済
の
活
性
化
を

は
じ
め
と
し
た
様
々
な
施
策
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
月
発
表
さ
れ
た
２
０
２
１
年
度
の
県
民
経

済
計
算
の
推
計
結
果
で
は
、
本
県
の
経
済
成
長
率
は
国
を
大

幅
に
上
回
り
、
１
人
当
た
り
の
県
民
所
得
は
過
去
最
高
と
な

る
全
国
第
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
外
企
業
立
地
件

数
は
７
年
連
続
で
全
国
第
１
位
、
農
産
物
の
輸
出
額
も
就
任

前
の
13
倍
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
中
高
一
貫
教
育
校
の
開

設
を
は
じ
め
、
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
が
進
展

し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
県
は
総
務
省
の
人
口
動
態
調
査
で
過
去

５
年
間
に
わ
た
り
、
外
国
人
を
含
め
た
社
会
増
加
数
、
増
加

率
が
全
国
上
位
で
推
移
し
て
お
り
、
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど

の
大
都
市
圏
に
次
ぐ
「
社
会
増
」
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
社
会
増
」
の
拡
大
を
重
視

し
、
生
産
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
た
戦
略
的
な
企
業

誘
致
、
差
別
化
・
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
儲
か
る
農
林
水
産

業
の
実
現
、
海
外
の
活
力
を
取
り
込
む
た
め
の
企
業
の
海
外

展
開
の
支
援
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
な
ど
を
加
速
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
風
水
害
や
大
規
模
地
震
な
ど
の
災
害
・
危
機
に
強

い
県
づ
く
り
な
ど
、
県
民
の
安
心
安
全
に
つ
な
が
る
生
活
基

盤
の
充
実
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
様
性
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
魅
力
あ
る
教
育
へ
の
改
革
や
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
優
秀
な
外
国
人
材
の

確
保
・
育
成
や
、
外
国
人
の
方
々
も
働
き
や
す
く
、
住
み
や

す
い
生
活
・
教
育
環
境
づ
く
り
に
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹

き
つ
け
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
に
打
ち
勝
つ
、「
活
力
が
あ

り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま

す
。石

津

大
井
川
知
事
が
就
任
さ
れ
て
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
活
力
あ
る
県
づ
く
り
を
進
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

に
、
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
特
に
産
業
振
興
で
は
、
新

た
な
企
業
立
地
の
増
加
、
教
育
施
設
の
充
実
、
風
水
害
や
大

規
模
地
震
に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
県
建
設
業
協
会
、
ま
た
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
と

し
ま
し
て
も
、
活
力
あ
る
県
づ
く
り
の
一
翼
を
今
後
も
担
っ

て
い
け
ま
す
よ
う
、
県
の
施
策
に
積
極
的
に
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
県
づ
く
り

おおいがわ・かずひこ　1964 年生まれ。土浦市出身。
1988 年通商産業省（現経済産業省）入省、マイクロソ
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日
本
一
幸
せ
な
県
へ「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

茨
城
県
で
は
、
大
井
川
和
彦
知
事
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
の
新
総
合

計
画
に
基
づ
き
、「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本

一
幸
せ
な
県
の
実
現
」
を
目
指
し
、
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
活
力
が
あ
る
県
土
づ
く

り
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
整
備
を
担

い
、
災
害
時
に
は
す
ぐ
に
対
応
す
る
「
地
域
の
守

り
手
」
で
あ
る
地
域
建
設
産
業
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。
そ
こ
で
日
本
工
業
経
済
新
聞
社
で
は
、

水
戸
支
局
開
設
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
大
井

川
知
事
と
、
茨
城
県
建
設
業
協
会
会
長
で
全
国
建

設
産
業
団
体
連
合
会
会
長
で
も
あ
る
石
津
健
光
氏

に
、「
新
し
い
茨
城
づ
く
り
」「
災
害
・
危
機
に
強

い
県
土
づ
く
り
」「
地
域
建
設
業
の
役
割
」
な
ど

に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

－

近
年
は
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
災
害
や
危
機

に
強
い
県
づ
く
り
へ
、
河
川
や
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭

化
に
対
す
る
知
事
の
思
い
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
井
川

昨
年
は
本
県
で
も
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
今
年

に
入
っ
て
も
能
登
半
島
に
お
い
て
元
旦
に
震
度
７
の
大
地

震
、
９
月
に
観
測
史
上
１
位
の
豪
雨
が
発
生
す
る
な
ど
、
自

然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
お
り
ま
す
。

想
定
を
超
え
る
災
害
は
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
を
念

頭
に
、
先
手
先
手
の
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
、
災
害
へ
の

対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、「
第
２
次
茨
城
県
総
合
計
画
」
に

お
い
て
「
災
害
・
危
機
に
強
い
県
づ
く
り
」
の
推
進
を
掲
げ

て
お
り
、
流
域
全
体
で
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
治
水

対
策
に
取
り
組
む
流
域
治
水
や
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
緊
急

輸
送
道
路
の
整
備
な
ど
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
の
予
算
も
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
、
防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
９
月
の
台
風
第
13
号
で
は
、
県
管
理
の
河
川

や
道
路
に
お
い
て
護
岸
崩
壊
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
１

１
０
カ
所
で
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
95
カ
所
で
復

旧
工
事
が
完
了
し
て
お
り
、
残
る
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
も
、

今
年
度
中
に
完
了
で
き
る
よ
う
、
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。さ

ら
に
、
近
年
の
甚
大
な
洪
水
被
害
を
受
け
、
河
道
掘
削

な
ど
従
来
か
ら
の
河
川
整
備
の
手
法
に
加
え
、
調
節
池
や
田

ん
ぼ
ダ
ム
な
ど
、
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
一
時
的
に
雨

水
を
た
め
る
対
策
に
、
計
画
的
か
つ
集
中
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

石
津

国
や
県
の
公
共
事
業
予
算
は
、「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
の
実
施
な
ど

に
よ
り
順
調
に
確
保
さ
れ
て
お
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
建
設
業
は
、社
会
資
本
の
整
備
や
維
持
管
理
を
行
い
、

地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
「
地
域
の
守
り
手
」
と
い

う
社
会
的
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
の
応
急
復

旧
や
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
防
疫
活
動
に
も
協
力
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
災
害
時
の
応
急
対
策
へ
の
即
応
体
制

を
整
え
、
円
滑
に
災
害
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
道
路
美

化
や
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

一
方
で
、「
地
域
の
守
り
手
」
と
い
う
役
割
を
継
続
し
て

果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全
な
企
業
経
営
と
安
定
的
な

受
注
の
確
保
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
社
会
資
本
整

備
の
計
画
的
な
推
進
と
、
公
共
事
業
予
算
の
持
続
的
・
安
定

的
な
確
保
・
拡
大
、
公
共
事
業
の
円
滑
な
推
進
等
を
、
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本工業経済新聞社 水戸支局 開設70周年

大井川　和彦 知事
茨城県

県内　　　県内　　　
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私たちは、これからも茨城の発展と地域社会に貢献していきます。

地
域
の
安
心
を
守
る

　

－

地
域
間
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
活
力
あ
る
県
づ
く
り

へ
向
け
て
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
住
み
続
け
た

く
な
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

大
井
川　

人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
産

業
・
観
光
の
振
興
や
交
流
促
進
な
ど
、
本
県
の
活
力
を
さ
ら

に
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の

４
車
線
化
や
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
整
備
促
進
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
促
進
、
茨
城
港
お
よ
び

鹿
島
港
の
港
湾
機
能
強
化
の
ほ
か
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
や
港
湾
な
ど
の
地
域
拠
点
へ
向
か
う
ア
ク
セ
ス
道

路
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
陸
・
海
・
空
の
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
４
車
線
化
お
よ
び

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

２
０
２
６
年
度
ま
で
に
全
線
開
通
す
る
見
込
み
が
国
土
交
通

省
か
ら
示
さ
れ
、
事
業
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
ほ
か
、　

（
仮
称
）
鹿
行
南
部
道
路
に
つ
い
て
は
、
今
年
６
月
に
基
本

方
針
が
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
国
等
に
整

備
推
進
を
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
生
活
の
安
心
安
全
を
支
え
る
生
活
道
路
な
ど

日
常
生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
道
路
や
通
学
路
の
対
策
の

ほ
か
、
都
市
公
園
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の
整
備
な
ど
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

石
津　

本
県
で
も
陸
海
空
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
・
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
心
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
道
路
や
通
学
路
、
河
川
、
公
園
の
整

備
な
ど
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
圏
央
道
の
４
車
線
化
や
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の

延
伸
に
よ
っ
て
、
沿
線
開
発
、
地
域
振
興
が
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
、
地
域
の
建
設
産
業
と
し
て
積
極

的
に
こ
れ
ら
に
参
画
し
、
活
力
あ
る
県
づ
く
り
、
住
み
続
け

た
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

－

県
内
で
も
人
手
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建

設
産
業
の
担
い
手
の
確
保
に
向
け
た
県
の
取
り
組
み
は
。

　

大
井
川　

県
で
は
、
建
設
産
業
の
人
手
不
足
に
対
し
ま
し

て
、
多
く
の
方
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
、

「
給
与
」・「
休
暇
」・「
希
望
」・「
か
っ
こ
い
い
」
の
新
４
Ｋ

へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、「
就
労
環
境
の
改
善
」、「
入
職
促

進
」、「
生
産
性
の
向
上
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

ま
ず
、「
就
労
環
境
の
改
善
」
と
し
ま
し
て
は
、
就
業
者

の
処
遇
改
善
の
た
め
適
正
な
予
定
価
格
の
設
定
に
努
め
る
と

と
も
に
、
建
設
業
に
お
け
る
２
０
２
４
年
問
題
を
踏
ま
え
、

休
暇
の
確
保
を
促
す
週
休
２
日
制
工
事
の
実
施
や
、
適
正
な

工
期
で
の
発
注
、
施
工
時
期
の
平
準
化
な
ど
に
よ
り
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
た
働
き
や
す
い
就
労
環
境

へ
の
移
行
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、「
入
職
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
建
設
産
業
の
関
係

団
体
と
連
携
し
て
進
め
て
お
り
、
建
設
会
社
に
お
け
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
紹
介
や
県
発
注
工
事
の
現
場
見
学
会
や
建

設
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
な
ど
、
次
世
代
の
担
い
手
に
建
設
業
の

魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
減
少
す
る
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
知

事
就
任
以
降
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
外
国
人
材
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
最
近
で
は
イ
ン
ド
と
の
関
係
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
専
門
工
事
業
者
の
方
々
か
ら
は
、
即
戦
力
と
な
る

外
国
人
材
を
求
め
る
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
優
秀
な
外
国
人

材
の
確
保
・
育
成
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
外
国
人

材
が
働
き
や
す
く
、
住
み
や
す
い
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
県

づ
く
り
を
一
層
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
生
産
性
の
向
上
」
で
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
、
よ
り
少
な
い
人
員
・
時
間
で
工
事
を
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
施
工
手
法
へ

の
転
換
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
建
設
産
業
の
関
係
団

体
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
一
層
、
維
持
・
発
展
、
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

石
津　

建
設
産
業
界
で
は
、
魅
力
あ
る
産
業
と
な
る
た

め
、
新
た
な
３
Ｋ
（
給
与
が
良
い
、
休
暇
が
取
れ
る
、
希
望

が
あ
る
）
に
新
た
な
Ｋ
（
か
っ
こ
い
い
）
を
加
え
た
４
Ｋ
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
発
注
者
側
の

ご
理
解
と
ご
指
導
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
適
正
な
工
期
や
予
定
価
格
の
設
定
、
週
休
２

日
制
の
導
入
促
進
、
施
工
時
期
の
平
準
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
、
書
類
の
簡
素
化
・
統
一
化
、
民
間
発
注
者
団
体
や
市
町

村
等
へ
の
働
き
か
け
等
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
４
月
か
ら
は
、
建
設
業
に
も
時
間
外
労
働
の
罰

則
付
き
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
４
週
８
休
な
ど
働

き
方
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
担
い
手

の
確
保
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
専
門
工
事
業
者
や
建
設
関

連
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
乗
り
越
え
て
ま
い
り
た
い
。

　

－

災
害
対
応
な
ど
建
設
業
が
地
域
社
会
で
果
た
し
て
い
る

役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
知
事
が
地
域
建
設
業
に

期
待
さ
れ
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
石
津
会
長

が
、
こ
の
ほ
ど
全
国
建
設
産
業
団
体
連
合
会
の
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
石
津
全
国
会
長
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
。

　

大
井
川　

建
設
業
は
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
維
持
管

理
の
ほ
か
、
災
害
時
の
復
旧
対
応
や
家
畜
伝
染
病
の
防
疫
活

動
な
ど
、
県
民
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も
、
豪
雨
災
害
時
の
復
旧
作
業
や

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
の
防
疫
作
業
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
近
年
、
自
然
災
害

が
激
甚
化
、
頻
発
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
優
れ
た
技
術
や

知
見
を
有
し
、
本
県
の
基
盤
を
支
え
る
地
域
建
設
業
の
方
々

が
各
地
域
に
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心

に
と
っ
て
大
変
心
強
く
、
県
と
し
て
は
、
そ
の
地
域
の
守
り

手
と
し
て
の
役
割
に
、
ま
す
ま
す
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
石
津
会
長
が
、
都
道
府
県
ご
と
の
総
合
建

設
業
者
団
体
、
専
門
工
事
業
者
団
体
お
よ
び
建
設
関
連
業
者

団
体
等
で
構
成
さ
れ
る
、
全
国
建
設
産
業
団
体
連
合
会
の
会

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
石
津
会
長
に
は
、
持
ち
前
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
現
在
、
建
設
業
界
が
抱

え
る
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向
上
な
ど
の
課
題
の
解
決
に
向

け
、
ご
活
躍
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

石
津　

本
年
６
月
に
全
国
建
産
連
の
会
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
持
続
可
能
な
地
方
建
設
産
業
界
と
し
て
い
く
た

め
、
公
共
事
業
予
算
の
確
保
、
活
力
を
備
え
た
魅
力
あ
る
建

設
産
業
と
し
て
の
経
営
力
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
大
井
川
知

事
が
掲
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本

一
幸
せ
な
県
の
実
現
」
に
直
結
す
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
県
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、「
新
し
い
茨
城
づ
く
り
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

いしづ・たけみつ　1950 年生まれ。神栖市出身。常総
開発工業取締役会長。2018 年から県建設業協会会長、
茨城県建設産業団体連合会会長。茨城県アスファルト合
材協会会長。24 年 6 月には全国建産連会長に就任。大
局的な視点で全国および地域の建設業界をリードする。

新
し
い
茨
城
づ
く
り
推
進

茨城県の発展に向けて、将来展望が語り合われた

石津　健光 会長

全国建設産業団体連合会
茨城県建設業協会
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私たちは、これからも「新しい茨城づくり」に貢献していきます。

日本工業経済新聞社 水戸支局 開設70周年

茨城県　第２次総合計画を推進

活力があり、活力があり、
県民が日本一幸せな県へ県民が日本一幸せな県へ

茨
城
県
で
は
大
井
川
和
彦
知
事
の
も
と
、「
活
力
が

あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
の
実
現
に
取
り
組

む
た
め
、
県
政
運
営
の
基
本
方
針
と
な
る
「
第
２
次
茨

城
県
総
合
計
画
〜
『
新
し
い
茨
城
』
へ
の
挑
戦
〜
」
を

策
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
２
次
総
合
計
画
で
は
、
変
化
や
失
敗
を
恐
れ
ず
新

し
い
こ
と
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
、「
新
し
い
茨
城
」

づ
く
り
に
向
け
、「
豊
か
さ
」「
安
心
安
全
」「
人
財
育

成
」「
夢
・
希
望
」
の
４
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
常
に
進

化
・
加
速
さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
抽
象
的
な

概
念
に
留
ま
っ
て
い
た
「
幸
せ
」
に
つ
い
て
、
新
た
に

導
入
す
る
「
い
ば
ら
き
幸
福
度
指
標
」
に
よ
り
「
見
え

る
化
」
し
、
政
策
の
方
向
性
を
把
握
・
検
討
す
る
こ
と

で
、
県
民
幸
福
度
№
１
の
実
現
に
挑
戦
し
て
い
る
。

日
本
工
業
経
済
新
聞
社
水
戸
支
局
は
、
今
後
も
「
新

し
い
い
ば
ら
き
づ
く
り
」
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

（出典：第２次茨城県総合計画～「新しい茨城」への挑戦～ ）  　

新しい
豊かさ

チャレンジ

Ⅰ
新しい
安心安全

チャレンジ

Ⅱ
新しい
人財育成

チャレンジ

Ⅲ
新しい
夢・希望

チャレンジ

Ⅳ

挑戦できる環境づくり

ウィズコロナ・ポストコロナ時代への対応

高付加価値体質への転換

世界から選ばれる茨城 誰一人取り残さない社会づくり

政策・施策を
展開するための
5つの視点

4つのチャレンジを柱とした政策・施策展開

活力があり、県民が日本一幸せな県
基本理念

視点：「挑戦できる環境づくり」
県民誰もが、自身のかなえたい夢に向かって果敢に挑戦でき
る環境をつくります。

視点：「高付加価値体質への転換」
本県のポテンシャルや地域資源を再発見し、磨き上げること

。すまりくつをみ組仕」るか儲「、め高を値価に更、で

視点：「世界から選ばれる茨城」
グローバル社会が進展する中でも、世界から選ばれるように、
あらゆる分野で本県の存在感を高めていきます。

視点：「誰一人取り残さない社会づくり」
性別・国籍・家庭環境等に関わらず誰もがいきいきと暮らせる
社会を築きます。

視点：「ウィズコロナ・ポストコロナ時代への対応」
新型コロナウイルス感染症によって変化したライフスタイルや
価値観に対応した施策を推進します。

県民・市町村・
企業等との
連携

（出典：第２次茨城県総合計画～「新しい茨城」への挑戦～ IBARAKI NEXT CHALLENGE ）


